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実施計画策定方針

１ 計画策定の趣旨

　　実施計画は、基本計画を実現するための具体的な事業で、今後の予算編成及び事務執行の

　指針とする。

　　また、人口減少や社会環境の変化に対応するため、毎年度、限られた財源のもとに重要度

　及び緊急度に応じて事業を見直す「ローリング方式」を採用し、必要に応じて事業の追加等

　を行う。

２ 計画の期間

　　計画期間は、２０１８年度から２０２７年度までの１０年間とし、５年ごとに見直しを行

　う。

　　よって、２０１８年度から２０２２年度までを「前期」、２０２３年度から２０２７年度

　までを「後期」として位置付ける。

３ 計画登載の考え方

　　実施計画に登載する事業は、次のとおりとする。

　　① 義務的及び経常的なものを除く投資的事業

　　② 新規事業は、年度単位で概ね５０万円以上

　　③ ハード事業は、年度単位で概ね１００万円以上

　　④ ソフト事業は、年度単位で概ね５０万円以上

　　⑤ 上記以外に、まちづくり指標を達成するために必要な事業



前期 後期

直轄特定漁港の整備を行う。 江良漁港、大島漁港の整備 国 ○ ○

国より管理委託されている港湾施設の
維持管理を行い、適切な運営を図る。

松前港維持管理計画により港内の現
況調査(詳細調査等)を行い、その結
果に基づき維持補修事業を実施する。

町 ○ ○

漁業生産の安定拡充のために、増養
殖施設の継続効果調査や増養殖事
業推進のための基礎調査を行う。

・増養殖施設の継続効果調査
・資源調査
・ノリ増殖試験調査

町 ○ ○

町内漁港の整備を行う。
原口､清部､茂草､静浦(赤神含む)､
札前、館浜､大沢朝日､白神漁港の
整備

道 ○ ○

魚礁を設置し、漁獲量の増加を図る。 〈静浦沖〉
・3.0ｍ型FP魚礁の整備 道 ○ ○

沿岸域の磯やけが進行し、ソイ類等の
稚魚の育成場所となる藻場が減少して
いるため、藻場礁を造成する。

〈原口地先〉
・人工リーフ型施設の整備 道 ○

漁業協同組合等が事業主体として実
施する安定した漁業所得の確保と漁
業生産の拡大を図る各種事業へ、総
合的に支援する。

・ウニ深浅移植事業
・ナマコ増殖試験事業
・アワビ養殖推進事業
・コンブ養殖推進事業
・魚類長期蓄養施設整備事業
・ホヤ養殖試験事業
・漁船漁業支援事業
・水産流通施設等維持事業
・人材育成事業　等

漁協 ○ ○

安定した漁業所得の確保と漁業生産
の拡大を図るため、漁村地域の活性化
を図る新たな漁業経営の手法を検討
する。

赤神漁港内での篭施設を利用したウニ
養殖試験の実施 協議会 ○

電波法の改正により、2022(Ｈ34)年
12月から現行の無線機が使用できなく
なることから、海難事故防止の見地か
らも機器の換装経費等に対し助成を
行う。

松前さくら漁業協同組合に所属する無
線加入船（101隻）に対し、無線機
の換装経費を助成する。

漁協 ○

施設内機器類の長寿命化を行いなが
ら、非フロン化に対応した設備を導入
し、フロンガス生産終了に対応した運営
を行う。

松前さくら漁業協同組合が運営する製
氷冷凍冷蔵庫の機器等整備事業に
対し補助する。

漁協 ○ ○

事業内容事業の目的 事業
主体

事業期間

藻場礁整備事業

特定漁港漁場整備事業

松前港整備事業

増養殖試験施設等調査事業

水産物供給基盤機能保全事
業

大型魚礁設置事業

漁業支援総合補助事業

漁港水域の有効活用調査事
業

漁業無線機整備事業

松前製氷冷凍冷蔵庫整備事
業

 基本構想1　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

 (１)　地域を支える漁業・水産加工業の振興

事業名

<産業・労働>
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前期 後期

優良な繁殖牛を導入し、農家に貸し
付けすることで、安定した畜産経営の
継続を図ることを目的とする。

農業公社と町が譲渡契約し、導入した
繁殖牛を畜産農家（60歳未満）に
貸し付ける。

町 ○ ○

経営拡大を推進するため、優良繁殖
牛の導入に対する補助金を交付し、当
町の畜産振興を図る。

優良繁殖牛を購入した畜産農家に対
し、１頭30万円を限度に補助する。 町 ○

地産地消推進のため積極的に奨励作
物を栽培し、販売しようとする者の経営
の安定と、生産増進を支援する。

畑作用ビニールハウス１棟につき事業
費の1/2を補助する。 町 ○ ○

肉牛改良センターを整備し、当町の畜
産振興に資する各種事業を行う。

〈規模〉
・牛舎(100頭規模・乾草舎含）１棟
・研究施設 1棟
・賃貸型牛舎 2棟
〈事業〉
・繁殖事業（子牛、受精卵販売）
・研修生受入（新規就農者支援）
・繁殖研究（大学連携）

町 ○ ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

肉牛改良センター運営事業

優良肉用牛貸付事業

優良繁殖牛購入事業

農業用ハウス補助事業

 基本構想1　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

(２)　活力を生み出す農業・畜産業の振興

事業名

<産業・労働>
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前期 後期

地域森林計画等に基づき、町有林の
森林整備及び維持・管理を行い、当
町の基本財産の造成・充実を図る。

人工造林地の下刈り、枝打・間伐・植
栽等 町 ○ ○

地域材を活用して、住宅等を新築又
は増改築する者に対し、地域材使用
量に応じて建築費の一部を助成するこ
とにより、地域材の需要拡大を図る。

〈助成内容〉
・構造材　 ：１㎥/50,000円
・内外装材：１㎡/5,000円
〈補助金の上限額〉
・住宅 100万
・付帯施設等 50万円

町 ○ ○

松前中学校改築に伴う町有林皆伐
跡地において、中学校生徒による植樹
活動を実施し、森林資源の循環利用
等について学んでもらう。

皆伐跡地において、植樹活動を実施
する。 町 ○ ○

前期 後期

中小企業の振興に寄与するため、経
営の円滑な運営を図る資金の貸付け
を行う。

商工会に資金を貸付けし、商工会が
中小企業者へ貸付ける。借入の金融
機関は「北洋銀行」と「うみ街信金」と
し、貸付額と同額の資金を金融機関が
貸付ける。

町 ○ ○

商工事業者の経営改善等に係る積極
的な取り組みを支援し、地域産業の活
性化と経営の持続性及び後継者の育
成を図る。

商工会を窓口として、経営改善等に要
する対象経費の1/2を補助する。 町 ○

通常の商品券にプレミア分を付け住民
の消費意識の助長と事業者の積極的
な販売活動を促進し、経済の活性化
を図る。

商工会を窓口として、プレミアム率
20%の商品券を発行販売し、事業者
の積極的な販促活動を促し、活性化
の伴う事業として展開する。

町 ○ ○

商工会の経営の安定化に資するため、
自主財源努力を図りながら、町長が必
要と認める経費を3ヵ年内において補助
する。

通常の補助要綱における補助金のほ
か健全経営を円滑に図るため、町長が
必要と認めた額を補助する。

町 ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

町有林整備事業

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

中小企業振興資金貸付金

地域材で建てる住宅支援事
業

森づくり植樹活動事業

商工事業者経営改善等支援
補助金

プレミアム商品券発行事業

商工会経営安定化補助金

事業名

事業名

 基本構想1　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

(４)　豊かな地域経済を目指す商工業の振興

 基本構想1　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

(３)　地球環境に優しい林業の振興
<産業・労働>

<産業・労働>
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前期 後期

観光的な公衆トイレ（3箇所）の優
良な維持管理を図るとともに、老朽設
備の更新を図り、おもてなし観光の増
進に寄与する。

ヒストリーオアシス、松城・西館公衆トイ
レの外壁塗装や通路の改修、老朽浄
化槽の更新等を実施する。

町 ○ ○

さくらまつりの目玉となるイベントを開催
し、町民や観光客が楽しめ、さらには、
桜とあわせリピーターを増加させることを
目的とする。

ゴールデンウィークを基本として、集客力
のあるイベントの開催経費に係る補助
及び負担金を交付する。

町 ○ ○

新松前公園整備と合わせ公園内の誘
導板等を作製し、広い敷地の松前公
園の円滑な誘導と案内の充実を図る。

インバウンドを意識したピクトサインや外
国語を表記した誘導柱と通り名を設定
し、松前を知らない人にでもわかりやす
い案内のできる公園整備を進める。

町 ○

観光集客の主流となるSNSや広告を
用いた観光案内を強化し、主要イベン
トのさくらまつりの集客増加を図る。

広告代理店等の活用により、SNS情
報戦略の多様性の拡大と新聞、テレビ
等へのイベント広告、町内店舗のホー
ムページの新規作成や充実等に対し
助成を行い強化を図る。

町 ○ ○

さくらまつりを中心に増加傾向にある外
国人観光客の松前周遊の円滑化と町
内の受け入れ体制の強化を図る。

路線バス停留所のローマ字化やサイン
化、車内モニターの外国語表示等の設
置助成や町内店舗の外国語メニューの
作成、指差しガイド、翻訳タブレット等
の導入経費を助成する。

町 ○ ○

松前観光主要施設である藩屋敷の景
観維持を図り、集客の増加に寄与す
る。

建物の外壁塗装、施設の土間たたき
の補修、大型看板の移設等を行う。 町 ○ ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

観光インフォメーション強化事
業

インバウンド受入強化推進事
業

松前藩屋敷改修事業

公衆トイレ等改修事業

松前観光協会運営費補助金
及び負担金（イベント強化
分）

観光案内看板・誘導板整備
事業

事業名

 基本構想1　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

(５)　まちの賑わいを創出する観光業の振興
<産業・労働>

6　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

広域連合で運営している可燃ごみ処
理施設の老朽化に伴い、現有施設を
有効活用する改良工事を行い、今後
15年間の延命化を図る。

2018(Ｈ30)年度から2020(Ｈ32)
年度の３年間で現有のごみ処理施設
の改良工事を行い、工事費に係る起
債償還額を構成町で負担する。

広域
連合 ○ ○

前期 後期

生活雑排水による水質汚濁を防止
し、生活環境の保全と公衆衛生の向
上を図る。

合併処理浄化槽設置補助条例に基
づき、合併処理浄化槽の設置者に対
して補助金を交付する。

町 ○ ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

事業名

 基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

(６)　自然に優しい環境保全の推進（不法投棄・ごみ）

合併処理浄化槽設置補助事
業

事業名

 基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

(７)　循環型社会への対応（リサイクル・し尿処理等）

渡島廃棄物処理広域連合基
幹的設備改良事業

<自然・環境>

<自然・環境>
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前期 後期

新しく購入した公園用地を活用し、桜
と花木を生かした町民の憩いの公園整
備を実施し、もって観光名所となる新し
い松前公園を整備する。

松前公園整備計画に基づき、公園整
備を進める。
・基本設計
・実施設計
・造成工事

町 ○ ○

既存説明板100枚のほか順次桜説明
板を設置し、春以外の来訪客への松
前の桜の種類をアピールし、リピート増
加を図る。

〈設置計画〉
・2019(H31)　100枚
・2022(H34)　150枚
・2025(H37)　既存分の更新100枚

町 ○ ○

日本を代表するさくらの里として、讃桜
文化の伝承と最大級の桜集積地として
の桜の保護知識を保管した日本一のさ
くら伝承館を建設する。

1年を通して桜観光並びに桜研究ので
きる施設を建設する。 町 ○

北海道最南端の白神岬からの眺望と
渡り鳥の聖地として、景観観光スポット
の充実を図る。

公衆トイレの外壁塗装及びトイレの改
修並びに眺望スペースを整備する。 町 ○ ○

桜の位置情報や管理情報、桜以外の
樹木や施設等など、多様な情報等を
管理するシステムを導入する。

桜の植栽場所や個体のデータを管理で
きるシステムを導入する。 町 ○

松前公園の四季を通じた散策をサポー
トするためのアプリを作成し、外国人観
光客を含めた様々な観光ルートや観光
情報を提供し観光振興に寄与する。

スマートフォンの公園散策アプリを作成
する。 町 ○

桜の写真を新しく整備し、桜リーフレット
並びに個体システムに登録する桜の画
像と位置を記録しデータ化する。

プロの写真家による個々250種類以
上の桜の接写及び位置写真を数年か
けてデータ化する。

町 ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

白神岬展望広場改修事業

公園管理システム導入事業

公園内散策アプリ構築事業

桜個体システムデータ及び桜
パンフレットデータ画像集積事
業

松前公園拡充造成整備事業

桜品種説明板作製事業

桜資料館改修（さくら伝承館
整備）事業

事業名

 基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

(８)　公園・緑地の維持管理（公園と桜）
<自然・環境>
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前期 後期

子ども園の健全な運営に寄与するため
運営費の一部を補助をする。

子ども園の運営費及びバス運行に係る
経費に対し補助をする。 町 ○ ○

保護者が労働等により昼間家庭にい
ない小学生を対象に、授業終了後等
に遊びや生活の場を与えるために実施
する。

〈開設場所〉
・松城小学校（定員60名）
・清部保育所（定員20名）

町 ○ ○

子どもの誕生を祝福し、祝金を支給す
ることにより、子育て世帯の支援と子ど
もの健全な育成、さらには地域活性化
の促進を図る。

出生数に応じて商品券を支給する。
・第1子 20万円
・第2子 30万円
・第3子以降 50万円

町 ○ ○

老朽化している清部保育所の建物及
び遊具等の整備を行い、児童の安全
や保育環境の充実を図る。

建て替えによる保育所の建設及び遊
具等の整備 町 ○

子育て家庭の経済的負担を軽減する
とともに、子どもたちが安心して必要な
医療を受けられるよう、子どもに対する
医療費の無料化を実施する。

高校生までの子どもを対象に、保険診
療の範囲内で医療費の自己負担額の
全部を助成する。

町 ○ ○

事業内容 事業
主体

事業期間

松前っ子誕生祝金支給事業

清部保育所整備事業

子ども医療費助成事業

認定子ども園運営費等補助
金

学童保育事業

事業名 事業の目的

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(９)　安心して子どもを産み育てられる環境づくり（子育て支援）
<健康・福祉>
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前期 後期

特別養護老人ホーム松前南殿荘の増
床及び改修に対する補助を行う。

第８期介護保健事業計画
［2021(Ｈ33)～2023(Ｈ35)］で
予定されている特養ホーム10床の増
築に対し補助を行う。

町 ○

冬期間の増嵩経費に対応するため、
高齢者世帯などに対して、暖房費用の
一部を助成する。

70歳以上の単身世帯等に対し、1世
帯当たり1万円を商品券で支給する。 町 ○ ○

前期 後期

介護や介護予防等の総合的な相談
窓口としての拠点施設を整備する。

地域包括支援センターの活動拠点施
設を整備する。（複合的な施設整備
を想定）

町 ○

地域の支え活動や集いの場の開設等
で、住民主体のサービスの充実を図り
高齢者の介護予防、生きがいづくりを
推進する。

・生活支援コーディネーターの配置
・支え合い活動への支援（補助）
・集いの場開設への支援（補助）

町 ○ ○

町内介護サービス事業所で働くための
資格取得を支援し、介護人材の確保
と雇用の定着を図る。

事業所が行う、資格取得に対する補
助を行う。 町 ○ ○

敬老の日を祝い、70歳以上の方を対
象に「長寿の集い」を開催する。

毎年9月に開催し、各老人クラブの親
睦を深める。 町 ○ ○

事業の目的 事業内容事業名

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(11)　明るい長寿社会の実現（高齢者福祉）

介護老人福祉施設増床事業

福祉灯油助成事業

事業名 事業の目的

敬老の日行事開催事業

地域包括支援センター整備
事業

生活支援体制整備事業

介護人材確保対策事業

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(10)　地域における福祉活動の推進（地域福祉全般）

事業
主体

事業期間

事業内容 事業
主体

事業期間

<健康・福祉>

<健康・福祉>

10　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

心身に障害のある児童に対して、通所
指導の場を設け社会の適応力を養う。

週３日、健康センターにおいて、日常
生活における基本的動作の指導、集
団生活への適応の訓練を行う。

町 ○ ○

障がい者及び障がい児が自立した日常
生活等を営むことができるよう支援す
る。

社会福祉協議会へ委託して実施す
る。 町 ○ ○

前期 後期

町民の各種健診の受診や健康づくり事
業への参加を奨励し、意識の高揚を図
る。

健康ポイント制度の整備
・インセンティブの付与
 (500円～5,000円)×150人/年

町 ○ ○

松前温泉休養センターの機能維持に
より、町民の憩いと健康づくりの場の提
供を図る。

老朽施設及び設備等の改修を行う。 町 ○ ○

事業の目的 事業内容

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業
主体

事業期間

事業期間

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(13)　健康づくりと疾病予防事業の奨励（健康づくりと予防）

児童デイサービス事業

地域活動支援センター事業

事業名

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(12)　ノーマライゼーションの推進（障害者福祉）

健康ポイント事業

松前温泉休養センター整備
改修事業

事業名

<健康・福祉>

<健康・福祉>

松前町総合計画　実施計画　｜　11



前期 後期

老朽化に伴う機器の更新

・高画質読取装置［2018(H30)］
・ガス滅菌装置［2018(H30)］
・人工透析装置［2019(H31)］
・備品類の購入［2020(H32)］

病院 ○

施設の老朽化に伴う改修
・重油地下タンク　［2018(H30)］
・西棟エレベーター［2018(H30)］
・東棟エレベーター［2019(H31)］

病院 ○

老朽化等の状況を踏まえ、計画的な
整備を行う。 今後の整備方針について検討する。 病院 ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

松前病院改修事業

医療機器更新事業

松前病院施設改修事業

事業名

 基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

(14)　地域医療の充実（町立松前病院の充実）
<健康・福祉>

12　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

〈学力向上〉
子どもの生活リズムを改善する「早ね早
起き朝ごはん」運動の推進、「ノーテレビ
デー」・「ノーゲームデー」・「家庭学習」
の定着を目標とした「松前っ子３リズ
ム」運動を推進し、子どもたちの学力向
上を図る。
〈書道教育〉
書道教育を通じて、集中力、表現力の
向上を図り、「心の教育の充実」と「学
力向上」の相乗効果を目指す。

〈学力向上〉
・「松前っ子３リズム運動」推進
・「家庭学習のてびき」配付
・ベネッセ総合学力調査
・学習支援員の配置

〈書道教育〉
・書道教育アドバイザーの配置
・全国及び全道学生書道展出展

町 ○ ○

ふるさと学習で使用している「ふるさと学
習副読本」を、５年を目処に改訂す
る。

改訂印刷（500部） 町 ○ ○

松前高等学校の特色ある教育活動の
支援を目的に、保護者の経済的負担
の軽減や生徒の進路等に関する諸施
策を講ずる。

・通学生交通費等補助
・就職、進学対策
・国際教育事業
・資格取得費補助
・見学旅行費補助

町 ○ ○

インターネットの活用等により、わかりや
すい授業の実現、子どもたちの情報活
用能力の育成を図る。

・小学校児童用タブレット更新
・中学校生徒用タブレット更新
・小中学校校務用ＰＣ更新

町 ○ ○

施設を適正に維持するための改修等を
行う。

・スポーツトラクター等購入
・外壁塗装（長寿命化対策） 町 ○ ○

各小学校の施設を適正に維持するた
めの改修等を行う。

〈小島小学校〉
・防災設備等操作盤改修 町 ○

ALTを招致し、外国語を通じて、言語
や外国の文化について体験的に理解を
深め、積極的なコミュニケーション能力
の育成を図る。

ALT2名を招致し、小中学校等での外
国語指導等を行う。 町 ○ ○

学校給食費を軽減することにより、保
護者の経済的負担を軽減し、安心し
て子育てができる環境を整える。

学校給食費の1/2の額を軽減 町 ○ ○

老朽化等の状況を踏まえ、計画的な
整備を行う。

〈改修事業〉
・松城小学校教頭住宅1棟１戸
〈解体事業〉
・松前中学校旧校長住宅の解体

町 ○ ○

事業
主体

事業期間

松前高等学校教育支援事業

事業名

松前中学校施設整備事業

事業の目的 事業内容

教育指針推進事業

社会科副読本作成（改訂）
事業

ALT（外国語指導助手）招
致事業

学校給食費軽減事業

教職員住宅整備事業

学校情報通信技術（ＩＣ
Ｔ）環境整備事業

小学校施設整備事業

 基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち

(15)　教育指針の奨励（学校教育）
<教育・文化>

松前町総合計画　実施計画　｜　13



前期 後期

生涯学習を支える読書活動を推進す
る。

・図書（蔵書）購入事業
・どうわの日の開設事業
・ブックスタート事業
・学校支援事業
・郵便局図書コーナー運営事業

町 ○ ○

生涯学習、体験活動及び地域間交
流に関する事業を行う。

・生涯学習に関する事業
・体験活動に関する事業
・地域間交流に関する事業

町 ○ ○

生涯学習、世代間交流事業の核とな
る施設であり、老朽化等の状況を踏ま
え、計画的な整備を行う。

今後の整備方針について検討する。 町 ○ ○

前期 後期

町民の心の豊かさを育むとともに、松前
町の偉大なる文化人・金子鷗亭先生
の書の文化の継承や、書の日常化を
目指し、書にふれあう事業の推進を図
る。

・書道パフォーマンス
・書道塾
・金子鷗亭記念席書大会
・書のＰＲ活動
・書道出前講座など

町 ○ ○

史跡松前氏城跡福山城跡の保存活
用計画に基づき、史跡の保存・整備・
活用を行う。

〈整備計画〉
・本丸
・二ノ丸
・三ノ丸

町 ○ ○

松前町に所在する文化財の適正な保
護管理を行う。

松前神楽公開公演、郷土芸能大公
開の開催及び保存団体への支援を行
う。

町 ○ ○

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間

事業内容 事業
主体

事業期間

文化の香り漂う書のまちづくり
推進事業

事業名

図書館運営事業

交流の里づくり館運営事業

公民館改修事業

事業名

史跡松前氏城跡福山城跡保
存整備事業

文化財保護管理事業

 基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち

(17)　歴史、文化の継承と創造

 基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち

(16)　社会教育の推進
<教育・文化>

<教育・文化>

14　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

社会体育の向上に寄与することから、
施設の利用状況や老朽化の状況など
を踏まえて、全面改築を検討する。

今後の整備方針について検討する。 町 ○ ○

町民にふれあいの場を提供し、地域の
交流促進に寄与することから、施設の
利用状況や老朽化の状況などを踏ま
えて、適正な維持管理を行う。

管理機器保管庫の整備 町 ○

スポーツ活動の普及振興に寄与するこ
とから、施設の利用状況や老朽化の状
況などを踏まえて、適正な維持管理を
行う。

内野グランド土砂搬入整備 町 ○

町民の体力向上と生涯スポーツ推進の
ための環境整備を図る。

・町内各種スポーツ団体への支援
・各種指導教室の開催 町 ○ ○

姉妹都市の愛媛県松前（まさき）町
と、福島県伊達市の児童生徒による交
流を行う。

〈愛媛県松前（まさき）町〉
・小学生の交流事業
〈福島県伊達市〉
・中学生の交流事業

町 ○ ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

スポーツ推進事業

姉妹都市児童・生徒交流事
業

町民体育館改修事業

ふれあい公園パークゴルフ場整
備事業

町民野球場整備事業

事業名

 基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち

(18)　スポーツと青少年活動の推進
<教育・文化>

松前町総合計画　実施計画　｜　15



前期 後期

松前町公営住宅等長寿命化計画に
基づき、町営住宅の解体、建替及び
長寿命化（大規模改修）を行う。

〈建替事業〉
・豊岡地区(8棟32戸)
〈長寿命化事業〉
・大津、大磯、豊岡地区(9棟24戸)
〈解体事業〉
・豊岡地区(15棟57戸)

町 ○ ○

松前町橋りょう長寿命化修繕計画に
基づき、橋りょうの架替及び長寿命化
（補修）を行う。

・沖見橋［2018(H30)］
・大澗橋［2019(H31)］
・鳥井橋［2020(H32)］
・富元橋［2020(H32)］

町 ○ ○

未改良、未舗装の町道整備により交
通の安全を図る。

〈改良舗装〉
・516路線　225km 町 ○ ○

河川整備により、災害の未然防止、財
産の保全、町民の安全を図る。 河川改良 町 ○ ○

大松前川改修整備事業の実施によ
り、災害の未然防止、財産の保全、町
民の安全を図る。

・改良延長　L=400m
・小柳橋架替
　［2020(H32)～2021(Ｈ33)］

道 ○ ○

「歴史を生かす街並み整備モデル地
区」において、中央商店街ゾーンの整
備推進を図る。

松前歴まち商店街組合への補助 町 ○ ○

「歴史を生かす街並み整備」の一環事
業として、案内板の設置や建物看板へ
の助成を実施し、街並み景観形成の
促進を図る。

案内板、建物看板等の設置補助 町 ○ ○

道道松前港線（唐津地区）の完成
に合わせて、町道のアクセス道路を整
備する。

〈道道改良〉
・松城小学校工区
　［2018(H30)～2019(Ｈ31)］
・唐津内橋工区
　［2018(H30)～2021(Ｈ33)］
〈町道改良〉
・唐津ヶ丘線
　［2018(H30)～2019(Ｈ31)］

道・町 ○ ○

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

歴まち支援事業

街なみ環境整備事業

道道松前港線改良事業

町営住宅整備事業

橋りょう長寿命化事業

町道整備事業

河川整備事業

事業名

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

(19)　生活環境基盤の整備（道路・河川・住宅）

大松前川改修整備事業

<生活・基盤>

16　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

〈松前上水道〉
・浄水場電気設備等更新 町 〇 〇

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

〈原口簡易水道〉
・濁度計等更新
〈江良簡易水道〉
・濁度計等更新
〈西部簡易水道〉
・濁度計等更新

町 〇 〇

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

大沢地内配水管改良工事ほか 町 〇 〇

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

計量法施行令第18条により水道メ－
ターの更新 町 〇 〇

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

計装機器、無停電電源装置更新等 町 〇 〇

老朽化や故障に伴う施設、機器等を
更新し、安全で安心な水道水を安定
的に供給し、住民の福祉の向上に寄
与する。

単年度収支の状況を見極め、今後の
改定に向け様々な検討をする。 町 〇 〇

事業の目的 事業内容 事業
主体

事業期間

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

(20)　水道施設の環境整備

老朽配水管更新等事業

量水器更新事業

水道庁舎等整備事業

水道料金改定に向けた取組
みの実施

上水道施設整備事業

簡易水道施設整備事業

事業名

<生活・基盤>

松前町総合計画　実施計画　｜　17



前期 後期

テレビ共聴施設の老朽化に伴う施設
改修の一部を補助することにより組合
員の負担軽減を図る。

新小島テレビ共聴施設の大規模改修
工事に対し補助金を交付する。 町 ○ ○

デジタルデバイドの解消に向けた取り組
みを行う。

〈整備エリア〉
・原口、茂草、札前、館浜、
　荒谷、白神

町 ○

前期 後期

地域生活バス（大漁くんバス）の運行
維持及び利用者の利便性の向上を図
る。

・運行事業者に対する補助
・バス待合所の設置、管理 町 ○ ○

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間

事業内容 事業
主体

事業期間

地域生活バス運行事業

事業名

(22)　公共交通の維持確保

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

(21)　情報化社会への対応

テレビ共聴施設改修事業

高速ブロードバンド未整備地
区の解消

事業名

<生活・基盤>

<生活・基盤>

18　｜　松前町総合計画　実施計画



前期 後期

松前半島道路の建設促進を図るため
要望活動を行う。

松前半島道路建設促進期成会による
要望活動。 町 ○ ○

前期 後期

急傾斜地の整備により、災害の未然
防止、財産の保全、町民の安全を図
る。

白神、博多、二越地区 道 ○ ○

建設海岸の整備により、災害の未然
防止、財産の保全、町民の安全を図
る。

茂草地区　L=50m 道 ○ ○

耐用年数の経過とデジタル化移行のた
め防災行政無線施設の更新を行う。

親局・中継局・子局設備入替及びデ
ジタル化 町 ○

災害対策の拠点となる役場庁舎が津
波浸水想定区域にあることから、高台
への移転改築を行う。

高台への移転改築 町 ○

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

(24)　災害に強いまちづくり

 基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間

事業内容 事業
主体

事業期間

急傾斜地整備事業

建設海岸整備事業

事業名

松前半島道路整備要望

事業名

(23)　松前半島道路の整備要望

防災行政無線施設整備更新
事業

役場庁舎改築事業

<生活・基盤>

<生活・基盤>
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前期 後期

消防力の充実強化により地域住民の
生命、財産の保護並びに被害の軽減
を図る。

防火水槽新設　５基
・江良地区［2019(H31)］
・荒谷地区［2021(H33)］
・建石地区［2023(H35)］
・江良地区［2025(H37)］
・神明地区［2027(H39)］

消防 ○ ○

消防力の充実強化により地域住民の
生命、財産の保護並びに被害の軽減
を図る。

消火栓更新 72基
・前期 50基
・後期 22基

消防 ○ ○

救急体制の維持並びに資器材の充実
強化により救命率の向上を図る。 高規格救急車１台［2021(H33)］ 消防 ○

消防力の充実強化により地域住民の
生命、財産の保護並びに被害の軽減
を図る。

・小型動力ポンプ積載車 ２台
・司令車両等 ３台 消防 ○ ○

消防等資器材の充実強化により、消
火活動の向上及び地域住民の生命、
財産の保護並びに被害の軽減を図る。

・水難救助隊潜水士装備品
・防火衣（消防職、団員用）
・油圧式救助器具
・小型動力ポンプ ６台

消防 ○ ○

老朽化等の状況を踏まえ、計画的な
整備を行う。

〈松前庁舎〉
・車庫シャッター改修
・非常用緊急通報受付指令装置
〈江良庁舎〉
・改築整備

消防 ○ ○

災害発生時に備え、総合的な防災対
策のため、高台（建石地区）に用地
を確保する。

・用地測量
・用地購入　約23,121坪 町 ○

森林の有する公益的機能（保安林）
の一層の維持・向上を通じて、安全で
安心して暮らせる地域づくりを基本に、
地域の実態に踏まえ、治山事業を実
施する。

荒谷地区（旧大沢駅下、瀬川地
先） 法面保護工 ほか 道 ○ ○

事業内容 事業
主体事業の目的

消火栓更新事業

事業名

防火水槽新設工事

事業期間

消防庁舎整備事業

公共用地購入事業

復旧治山事業

高規格救急車購入事業

消防車両等購入事業

消防等資機材整備事業
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前期 後期

人口減少は喫緊の課題であることか
ら、移住・定住政策を推進する。

・移住生活体験住宅整備
・移住フェア参加
・テレワーク推進

町 ○ ○

前期 後期

町内の環境美化活動を促進するた
め、各町内会の美化活動に対して支
援する。

町内会活動として実施しているクリーン
作戦及び資源ごみの集団回収等の実
施に対する支援として補助金を交付す
る。

町 ○ ○

管理不全な状態の空家等の除却を促
進し、町民の安全で安心な住環境の
向上や地域の活性化を図る。

空家等の解体費用の1/2を補助する。
（上限60万円） 町 ○ ○

地域を美しく・明るく・住みよくし、住民
同士の交流、地域の活性化を図る。

花いっぱい運動に賛同する団体に花等
を提供し、各団体に植えてもらい、維
持管理をお願いする。

町 ○ ○

明るく住みよいまちづくりに寄与するた
め、町内会が維持管理する街路灯の
電気料金を補助する。

各町内会が負担している街灯料の
100％を補助する。 町 ○ 　○

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間
事業名

事業内容 事業
主体

事業期間

移住定住推進事業

 基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

(25)　移住定住推進の取組み

街灯料補助事業

環境美化活動支援事業

空家等除却支援事業

花いっぱい運動支援事業

事業名

 基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

(26)　町内会活動などの支援強化

<地域ｺﾐｭﾆﾃｨ>

<地域ｺﾐｭﾆﾃｨ>
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前期 後期

人材育成基本方針に基づき、職員の
資質、能力の向上を目的に各種研修
を実施する。

・自己啓発研修
・職場内研修
・職場外研修

町 ○ ○

前期 後期

ドクターヘリの安全運航と町民の命を守
るため、365日利用可能なランデブーポ
イントを整備する。

ランデブーポイントの整備
・建石 300㎡ 町 ○

函館市と道南17市町が連携・協力
し、人口定住の推進を目的に、「南北
海道定住自立圏共生ビジョン」を作成
し、広域連携による具体的な取り組み
を進める。

定住自立圏共生ビジョン懇談会参加 町 ○ ○

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間

 基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

(28)　広域行政の推進

各種職員研修の開催

事業内容 事業
主体

事業期間

事業名

 基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

(27)　職員研修の充実

ドクターヘリランデブーポイント
整備事業

南北海道定住自立圏共生ビ
ジョンの推進

事業名

<行政運営>

<行政運営>
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前期 後期

「生活満足度の高いまち」の実現に向
けて、町民のまちづくり参加を促進し、ま
た、町民が主体的に取り組む交流イベ
ントや、ものづくりを支援する。

・研修会開催
・生活満足度調査、事業評価実施
・スマイル応援補助金
 　①交流イベント
 　②ものづくり事業
　（各上限30万円）

町 ○ ○

前期 後期

普通財産の内、利活用予定のない老
朽化施設の解体を行う。

〈前期〉
・大沢旧教員住宅
・旧生改センター（館浜、白神）
〈後期〉
・白神旧教員住宅
・旧清部小
・旧小島診療所
・旧江良診療所医師住宅
・旧清掃センター

町 ○ ○

老朽化している施設の建替え等を行い
火葬業務に支障を来たさないようにす
る。

火葬業務の停滞を招くことのないよう、
現存施設を建替えするか若しくは大規
模改修するかの方向性を決定し計画
に位置づける。

町 ○

住民サービス向上のための機能拡充と
機器の更新を行う。

〈機能拡充〉
・滞納管理システム導入
・コンビニ収納対応システム導入
〈システム改修・更新〉
・固定資産管理システム更新
・介護保険運用システム改修
・機器更新

町 ○ ○

事業の目的

事業の目的

事業内容 事業
主体

事業期間

事業内容 事業
主体

事業期間

未利用施設解体事業

火葬場改築事業

行政情報システム整備事業

事業名

 基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

(30)　効率的な行財政運営

笑顔づくり推進事業

事業名

 基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

(29)　産学官連携等の強化
<行政運営>

<行政運営>
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